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チタニア（酸化チタン、TiO2）（110）表面上の再構成原子を 
直接画像化する ―― 原子直視型透過電子顕微鏡の利用
Direct Imaging of Reconstructed Atoms on TiO2 (110) Surfaces 
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Figure and Note

図1：TiO2（110）表面の超高圧電子顕微鏡像

図 2：超高圧電子顕微鏡及び走査透過型電子顕微鏡で観察
したTiO2（110）表面の拡大像

先進透過型電子顕微鏡法により、 
酸化チタン表面原子の直接観察に成功
酸化チタン（TiO2）は、触媒、太陽電池、バイオセラミック
スなど環境に優しい材料としての応用が期待されているが、
そのユニークな機能の発現には結晶表面が極めて重要な役
割を担っている。しかしながら、これまでTiO2 の表面構造
を原子レベルで直接決定することは極めて困難であった。本
研究では、1オングストローム（Å）以下の分解能を有する最
先端の超高圧電子顕微鏡及び走査透過型電子顕微鏡を併用
することにより、TiO2 表面原子の直接観察に初めて成功した。
その結果、表面は還元条件下において結晶内部とは大きく異
なる原子構造を形成することが明らかとなった。また、直交
する2方向からの観察を組み合わせることにより、最表面Ti
原子の 3 次元的な原子位置の同定に初めて成功した。このブ
レークスルーにより、表面構造と機能の関係を本質的に理解
する道が開かれ、触媒をはじめとする新材料開発に拍車がか
かるものと期待できる。さらに本結果は、最先端の原子直視
型電子顕微鏡法が酸化物などの複雑な表面構造の解析にお
いても極めて有力なツールになることを示している。
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